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就労継続支援Ａ型事業所における利用者の知識・能力向上に係る実施状況報告書
事業所名 ほまれの家名古屋南店 事業所番号 2318101116

住   所 名古屋市南区内田橋1-7-20-1Ｂ 管理者名 及川由紀子

電話番号 052-887-4350 対象年度 令和7年度

利用者の知識・能力向上に係る実施概要

＜活動内容＞
・活動場所：自動車関連工場　
・実施日程：令和7年11月25日
・実施した概要：
施設外就労先と連携し普段は検査作業を中心とした作業だが自動車部品
にシールを貼る作業の研修を行った。研修では、指示書を基に、実際に
シールを貼り、貼位置などの確認し作業の流れや注意点求められるルール
の説明を受けた。
・利用者数8名

＜活動の様子＞
施設外就労先の担当者が指導員を中心に指示書を基に研修を進める。作
業の流れ、貼り方、貼位置などについて説明を行った。利用者は説明通り
に作業を行った。説明より実際は難しく細かく繊細な作業だったとの感想。
やりやすい位置にしたりするとルール違反になってしまったりと、笑いもあり
ながら和やかに進んでいった。

＜目的＞　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　検査、組み付け作業
以外の作業を行うことで利用者の幅を広げ、経験を増やすことで就労先の
選択肢を広げる事を目的とした。

＜成果＞
研修を通して、作業ルールの重要性、その先のお客様の要望が理解でき
る。新たな作業への挑戦は経験を増やしルールの重要性を再確認できる
良い時間となった。様々な経験があることで就労先での受け入れが可能に
なる事も視野に入れることが出来るようになった。

連携先の企業や事業所等の意見または評価

施設外就労先担当者からは、自動車部品にシールを貼る作業を楽しそうに取り組んで頂けた。いつもと違う作業はとても新鮮だった。利用者にルールを徹底した指
導をしている指導員の姿と素直に指示に従っている利用者にもとても良かった。安心できます。と評価も良かった。

連携先企業（担当者） 自動車部品関連工場　工場長　A氏

利用者からの意見・評価

利用者からは、いつも検査作業なのでシール貼り作業は楽しかった。研修することでルールの重要性が深まり更に理解が深まった。と、意識の高まりが伺えた。た
だ、シールを貼る位置や確実に真っ直ぐ貼らなければならないなど繊細な作業で神経を使った。今回の研修で、向いている。向いてない。など、自身の適正がわかる
きっかけとなったと評価は良かった。


